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国 語

１ 結果の考察

（１）学習の成果がみえる問題

一の問六は、登場人物の心情の変化などについて、描写を基に捉える力をみる問題だ

が、正答率は高く、「読むこと」の力が身に付いていることがうかがわれる。文学的な

文章においては、人物相互の関係を捉え、その関係に基づいた行動や会話、情景などに

注意しながら読むことを大切にしたい。二の問三は、文章全体と部分との関係に注意し

ながら、主張と例示との関係を捉える力をみる問題だが、正答率は高く、学習の成果が

みえる。各段落が文章全体の中で果たす役割について捉え、それが書き手の考えを伝

える上でどのような説得力や効果をもたらしているかなどを考えながら読むことを心掛

けたい。五の作文は、資料に示された情報を整理し、理由を明確にしながら自分の伝え

たいことを表現する力をみる問題だが、６割を超える受検者が９点以上得点しており、

学習の成果がみえる。一方で、高等学校から「資料の読み取りを踏まえた考えを書くこ

とができていない」という報告も寄せられている。書く目的や意図に応じて、情報を整

理した上で、自分の考えが伝わる文章になるように工夫することが大切である。

（２）課題がみえる問題

二の問四は、文章の論理の展開の仕方を捉える力をみる問題だが、正答率が５割にと

どまり、課題がみえる。文章全体や部分における構成や論理の展開を把握した上で、論

理の展開に飛躍がないかなどについて考える学習に取り組みたい。三の問四は、古典に

表れたものの見方や考え方を理解する力をみる問題だが、正答率が低く、課題がみえる。

現代語訳を手掛かりに作品を読むことを通して、古典に表れたものの見方や考え方を理

解することが大切である。四の問二（２）は、自分の考えが分かりやすく伝わるように

表現を工夫する力をみる問題であるが、正答率が低く、課題がみえる。自分の考えを発

表する際には、聞き手に応じた語句を選択したり、言葉遣いに注意したりするなど、自

分の考えを相手に分かりやすく伝える工夫をすることを心掛けたい。

２ 今後の学習のポイント（授業改善のポイント）

(1) 国語で正確に理解し、適切に表現することができる

基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図りながら、国語で表現された内容や事柄

を正確に理解することや、国語を使って内容や事柄を適切に表現することができる。

(2) 自ら進んで読書に取り組むことができる

知識を得たり、自分の考えを広げたり深めたりすることができるよう、図書館を活

用するなどして、自ら進んで読書に取り組み、多様な情報を活用することができる。

(3) 授業者は、目指す資質・能力の確実な育成に向けた授業計画と評価の工夫を

授業者は、各単元で育成する資質・能力を適切に位置付けた年間指導計画を作成す

るとともに、言葉による見方・考え方を働かせて深い学びを実現する学習過程を大切

にし、資質・能力の育成に適した言語活動の充実を図りたい。その上で、資質・能力

が身に付いたかどうかを適切な評価規準に基づいて評価し、指導の改善につなげたい。
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社 会

１ 結果の考察

（１）学習の成果がみえる問題

２の３(1)、５の１(1)は、基礎的な知識を問う問題だが、正答率が９割を超えており、

日常の学習において、社会的事象に関する基礎的・基本的な知識の習得が図られている

ことがうかがわれる。３の２は、資料を基に、歴史に関わる事象の意味や意義を説明す

る力をみる問題だが、正答率が８割を超えており、学習の成果がみえる。授業において、

諸資料などから歴史に関わる事象についての様々な情報を効果的に収集し、読み取り、

まとめる学習が十分に行われていることがうかがわれる。６の２(2)は、現代の社会的

事象について、資料を基に、思考・判断する力を問う問題だが、正答率が８割を超えて

おり、学習の成果がみえる。今後も、日常の社会生活と関わりの深い具体的事例から、

現代社会の特色を理解する学習を心掛けたい。

（２）課題がみえる問題

１の１は、世界地図を活用し、世界の地域構成を大観する力をみる問題だが、正答率

が低く、課題がみえる。世界の地域構成の特色を、大陸と海洋の分布やおもな国の位置、

緯度や経度などに着目して多面的・多角的に考察する学習を大切にしたい。３の４(2)

は、各時代の政治や社会の特色を捉える力をみる問題だが、正答率が低く、課題がみえ

る。事象を相互に関連付けるなどして、近世の社会の変化の様子を考察する学習や、歴

史にみられる国際関係などを理解する学習を心掛けたい。５の５は、正答率が低く、課

題がみえる。国会を中心とする我が国の民主政治の仕組みや、我が国の政治が日本国憲

法に基づいて行われていることの意義について考察するように心掛けたい。

２ 今後の学習のポイント（授業改善のポイント）

(1) 身近な社会的事象について説明したり議論したりすることができる

身に付けた基礎的な知識を活用して、社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連

を説明したり議論したりすることができる。調査や諸資料から様々な情報を効果的に

調べまとめることができる。

(2) 多面的・多角的に考察する学習に主体的に取り組み、学習の振り返りができる

よりよい社会を築いていくために解決すべき課題を多面的・多角的に考察し、構想

（選択・判断）することができる。学習の振り返りを行うことで、自分の学びや変容

を自覚し、次の学びにつなげることができる。

(3) 授業者は、学習過程を工夫し、深い学びの実現を

授業者は、既習事項などを生かした単元を貫く課題の設定や、単元構成の工夫によ

り、課題解決的な学習を充実させたい。また、多面的・多角的に考察し、公正に判断

する力を育成するため、考察、構想（選択・判断）したことを、根拠（資料から得た

情報）や理由（結論に必要な自分の解釈）を明確にして説明・議論する場を充実させ

たい。さらに、社会的な見方・考え方を働かせる授業をコーディネートし、社会科と

しての本質に迫る深い学びを実現させたい。
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数 学

１ 結果の考察

（１）学習の成果がみえる問題

１の４は、文字を用いた式で数量の関係を捉え、判断する力をみる問題だが、正答率

が約６割であり、学習の成果がみえる。事象の中に数量の関係を見いだし、文字を用い

た式で表したり、その意味を読み取ったりする力を確実に身に付けたい。２の３(1)は、

方程式を活用する力をみる問題だが、正答率が高く、学習の成果がみえる。方程式を活

用するに当たっては、その立式の段階が重要である。事象の中の数量や数量の関係を式

に表す力を確実に身に付けたい。３の１は、伴って変わる二つの数量の関係を捉え、考

察し表現する力をみる問題だが、(1)と(2)のグラフの正答率はともに７割を超えており、

学習の成果がみえる。関数の特徴を、表、式、グラフで捉えるとともに、それらを相互

に関連付けることで、関数についての理解を深めたい。

（２）課題がみえる問題

１の３は、確率を求める力をみる問題だが、正答率が低く、課題がみえる。樹形図や

表などを利用して、起こり得る場合の数を基に確率を求める力を身に付けたい。２の２

は、相似な図形の性質を用いて、判断の根拠を的確に表現する力をみる問題だが、５割

以上得点した受検者は全体の41.8％であり、課題がみえる。数学的な表現を用いて筋道

立てて説明し伝え合う活動を通して、数学的に表現することのよさを実感できるように

したい。３の２は、グラフの特徴を読み取り、事象を考察する力をみる問題だが、正答

率が低く、課題がみえる。事象を理想化したり単純化したりすることによって、二つの

数量の関係を一次関数とみなし、変化や対応の様子を考察したり予測したりできるよう

にしたい。

２ 今後の学習のポイント（授業改善のポイント）

(1) 学習したことを活用するために、数学的活動に主体的に取り組むことができる

授業での数学的活動を通して、基礎的・基本的な内容について実感を伴って理解

した上で、生徒自らが、既習内容とのつながりなどを基に問題を見いだし、その解

決に向けて取り組むことができる。

(2) 授業以外の日常生活の様々な場面で、学習したことを活用することができる

授業の中だけでなく、日常生活の様々な場面でも、学習したことを積極的に活用

して考えたり判断したりすることができる。

(3) 授業者は、生徒が数学を学ぶ楽しさやよさの実感につながる振り返りの充実を

生徒が自己の変容や数学的な見方・考え方のよさを実感できるように、指導計画の

中に振り返りの場を効果的に位置付けたり、振り返る視点を与えたりしたい。さらに、

生徒の数学的な見方・考え方を広げるため、振り返りの共有などを行う機会を設けた

い。
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理 科

１ 結果の考察

（１）学習の成果がみえる問題

１の３(1)、４の１、４の３、６の２は、第１分野及び第２分野についての基本的な

知識をみる問題だが、正答率はいずれも約９割と高く、学習の成果がみえる。学習の基

礎となる科学的な知識や基本的な概念が定着していることがうかがわれる。１の３(2)

や８の２(1)は、正答率は８割を超えており、学習の成果がみえる。科学的に探究する

ために必要な観察、実験の基本的な技能が身に付いていることがうかがわれる。５の２

は、実験の結果を分析・解釈する力をみる問題だが、正答率は約８割と高かった。今後

も、探究の過程を通した学習活動を充実させるように心掛けたい。

（２）課題がみえる問題

３の４は、実験を振り返って改善策を考える力をみる問題だが、正答率が低く、課題

がみえる。理科の見方・考え方を働かせながら、科学的な根拠に基づいて、仮説を確か

めるための観察・実験の計画を立案する学習活動を充実させるように心掛けたい。５の

３は、実験の結果を分析して解釈し、見いだした関係性や傾向を基に考察する力をみ

る問題だが、正答率が低く、課題がみえる。実験の結果と、分析して解釈したことの

両方を示して表現する学習活動の充実を図りたい。６の４は、中和反応について、イオ

ンのモデルと関連付けて表現する問題だが、正答率が３割を下回った。化学変化につい

て、原子や分子のモデルを用いて考察し、目に見えない原子や分子をイメージしやすい

ように工夫して表現するなどの学習活動を充実させたい。

２ 今後の学習のポイント（授業改善のポイント）

(1) 科学的な知識や概念を使用したり、日常生活や社会と関連付けたりできる

自然の事物・現象に関して、科学的な知識や概念を使用して説明したり、日常生

活や社会と関連付けて科学的に考察したりすることができる。

(2) 見通しをもって観察・実験を行い、考察したことを科学的に表現できる

観察・実験の目的を自ら考え、根拠のある予想や仮説を立て、結果を見通した検

証計画が立案できる。観察・実験の結果を基に課題に正対した考察を行い、その内

容を科学的な概念を使用し、適切に表現することができる。

(3) 授業者は、生徒の興味・関心を高めるとともに、科学的に探究する指導計画と、

指導と評価を一体化させた学習指導の工夫を

授業者は、生徒の興味・関心を高められるような事物・現象を題材にして、単元

で育成を目指す資質・能力を明確にし、探究（問題解決）の過程を効果的に位置付

けた指導計画を作成したい。また、指導と評価の一体化を図るため、学習の成立を

促すための評価という視点を重視することによって、指導のねらいに応じて生徒の学

びを振り返り、学習や指導の改善に生かしていくというサイクルを大切にしたい。
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英 語

１ 結果の考察

（１）学習の成果がみえる問題

１の２のNo.2は、日常的な話題に関するスピーチを聞いて、要点を把握する力をみる

問題だが、約７割の正答率であり、学習の成果がみえる。一つの話題に沿って話される

首尾一貫した内容を最初から最後まで聞き、話し手が最も伝えたいことは何であるかを

判断して捉えることができるようになっていることがうかがわれる。４の１は、要点を

捉える力をみる問題だが、正答率が高く、学習の成果がみえる。５は、日常的な話題に

ついて、英語を読んで得られた情報を活用し、自分の考えを表現する力をみる問題だが、

正答率が高く、学習の成果がみえる。今後も、コミュニケーションを行う目的や場面、

状況などに応じて、情報を整理しながら考えを形成し、表現する学習を心掛けたい。

（２）課題がみえる問題

１の１のNo.2は、日常的な話題について、具体的な内容や大切な部分を聞き取る力を

みる問題だが、正答率は３割を下回った。聞き取った情報を基に、思考して判断するよ

うな学習を心掛けたい。２の１(1)は、基本的な言語材料を場面に応じて適切に活用す

る力をみる問題で、小学校で学習した語彙が扱われているが、正答率は低かった。小学

校で学んだ簡単な語句や基本的な表現も積極的に用いることで、それらの定着が深まる

ようにしたい。４の５は、まとまりのある文章を読んで、概要を把握する力をみる問題

だが、正答率が低く、課題がみえる。まとまりのある文章を読む際は、一語一語や一文

一文の意味など特定の部分にのみとらわれることなく、全体のあらすじを捉える学習を

心掛けたい。

２ 今後の学習のポイント（授業改善のポイント）

(1) 英語を聞いたり読んだりして、必要な情報や概要、要点を捉えることができる

目的や場面、状況などに応じて、何を聞き取らなければならないか、あるいは読み

取らなければならないのかを判断し、「聞くこと」や「読むこと」を通して、必要な

情報や大まかな内容、大切な部分を理解することができる。

(2) 英語で聞いたり読んだりしたことを基に、自分の考えや気持ちなどを英語で伝え

ることができる

「聞くこと」や「読むこと」を通して理解した情報や考えなどを基に、伝えるべ

き内容を既存の知識や体験などとも関連付けながら判断し、「話すこと」や「書くこ

と」を通して表現することができる。

(3) 授業者は、育成を目指す資質・能力を明確にし、言語活動を通した指導や発達段

階に応じた指導の充実を

学年・領域別の目標に基づいて、単元や本時の明確な目標を設定し、生徒にとって

コミュニケーションを行う必然性のある言語活動をその単元や本時の中心に位置付け

たい。また、小学校で行った言語活動を踏まえて繰り返し指導したり、類似の場面を

取り上げて想起させたりしながら、活用と定着を促したい。
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